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奨学財団について語り合う松尾さん（左）と同窓会の八木会長

ん
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「
後
輩
た
ち
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
。
昭
和
2
9
年
卒
の
松
尾
聴
さ
ん
が
総
額

3
0
0
0
万
円
余
り
の
寄
付
を
申
し
出
て
、
こ
れ
を
も
と
に
鯉
城
同
窓
会
奨
学
財
団
　
（
代
表
理
事
・
八
木
忠
士
鯉

城
同
窓
会
会
長
）
が
設
立
さ
れ
た
。
財
団
は
現
役
高
校
生
を
対
象
に
平
成
2
7
年
度
か
ら
の
奨
学
金
給
付
を
目
指
し
、

規
約
の
整
備
な
ど
準
備
作
業
に
追
わ
れ
て
い
る
。

松
尾
さ
ん
か
ら
資
金
援
助
の
申

し
入
れ
が
あ
っ
た
の
は
、
今
年
1

月
下
旬
。
そ
の
後
、
母
校
や
同
窓

会
に
対
し
「
留
学
な
ど
を
希
望
す

る
在
学
生
が
い
た
ら
、
学
資
面
で

支
援
し
た
い
」
、
ま
た
支
給
方
法

や
金
額
に
つ
い
て
は
「
原
資
と
し

て
、
年
間
3
0
0
万
円
程
度
を
1
0

年
間
に
わ
た
っ
て
継
続
拠
出
す

る
」
「
財
団
の
適
正
な
運
営
の
た

め
に
、
原
資
と
は
別
に
平
成
2
6
年

度
か
ら
3
年
間
、
計
3
0
0
万
円

の
運
営
費
を
寄
付
す
る
」
な
ど
の

説
明
が
あ
り
、
同
窓
会
で
は
役
員

会
、
幹
事
会
の
承
認
を
経
て
、
8

月
に
奨
学
財
団
を
設
立
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
の
結

果
、
給
付
対
象
者
は
、
海
外
留

学
、
海
外
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、
国

内
難
関
校
を
志
望
す
る
在
校
生
。

完
全
給
付
型
　
（
返
済
義
務
な
し
）

と
し
、
年
間
1
0
人
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
。
将
来
は
、
対
象
者
を
在

校
生
だ
け
で
な
く
卒
業
生
に
も
広

げ
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
な
ど

も
視
野
に
入
れ
て
、
対
象
範
囲
の

拡
大
を
図
る
。
募
集
は
年
に
2
回

で
、
来
年
3
月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

を
予
定
し
て
い
る
。

財
団
の
代
表
理
事
に
は
同
窓
会

の
八
木
会
長
、
常
務
理
事
に
は
同

窓
会
事
務
局
長
の
久
保
木
敬
子
さ

ん
、
顧
問
に
は
桧
尾
さ
ん
が
就
任

し
た
。
同
窓
会
と
財
団
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
財
団
を
同
窓
会
内
に

設
置
し
、
同
窓
会
事
務
局
が
財
団

の
諸
事
務
を
行
う
。

奨
学
財
団
は
一
般
財
団
法
人
と

し
て
の
設
立
だ
っ
た
が
、
広
く
同

窓
生
か
ら
寄
付
を
募
り
、
基
金
の

拡
充
に
努
め
る
方
針
に
伴
い
、
1
2

月
1
日
に
公
益
財
団
法
人
の
認
定

を
受
け
た
。

松
尾
さ
ん
は
平
成
2
3
年
1
1
月
か

ら
今
年
5
月
ま
で
東
京
鯉
城
同
窓
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9月24日の同窓会幹事会で示された

「鯉城同窓会奨学財団設立に関する現状報告」（抜粋）

■　鯉城同窓会奨学財団については、一般財団法人として次の通り登記申請

した。

（1）登記　平成26年8月8日登記（S45年卒石丸淳司法書士）

（2）名称　一般財団法人広島国泰等高等学校鯉城同窓会奨学財団（略称：鯉

城同窓会奨学財団）

（3）代表　代表理事は、鯉城同窓会　八木忠土会長

■　会議　鯉城同窓会奨学財団第1回理事会及び第1回評議員会を9月4日

（木）に開催し、平成26年度・平成27年度事業計画及び収支予算書の決議を

した。

■　奨学財団への寄付者が寄付控除対象となるよう、一般財団法人から公益財

団法人に移行申請することを決議した。

■　今後の奨学財団の活動は、次の通りである。

・平成26年度事業計画は、平成27年度から奨学金を給付するため募集要項を

作成し、年度末までに説明会を実施する予定

・平成27年度事業計画は、選考委員会を開催し、給付対象者の決定及び給付

事業を開始する予定（いずれも広島国泰寺高等学校との調整が不可欠）

｛　募集要項について

・奨学財団の目的である「社会のグローバル化に対応し、国際で活躍できる人

材の育成」を達成するため、広島国泰等高等学校と協議中である

・募集をⅠ型とⅢ型の2種頬とし、Ⅰ型は海外への留学及び国内優秀校への進

学を対象とする

・また、Ⅱ型は短期留学等、海外での活動を体験することにより、将来国際人

として活躍する素地つくりの一助とする

松尾　隠さん
（昭和29年卒）

会
の
会
長
を
務
め
、
現
在
は
顧

問
。
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
メ
ー
カ
ー
の

カ
ル
ビ
ー
（
株
）
　
の
元
社
長
で
あ

り
、
父
君
の
孝
さ
ん
　
（
平
成
1
5
年
、

苦
言
言
責
苓
∴

財
団
の
代
表
理
事
で
あ
る
同
窓

会
の
八
木
会
長
は
「
奨
学
財
団
は
、

9
1
歳
で
死
去
）
も
昭
和
6
年
に
旧

制
広
島
一
中
を
卒
業
し
た
同
窓
生

だ
っ
た
。

二
二

八
木

室
二
会
長

＝

．

．

．

．

血

将
来
に
わ
た
っ
て
同
窓
生
に
と
っ

て
大
き
な
役
割
を
担
う
組
織
に
育

て
た
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
松

尾
さ
ん
が
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
し
た
い
。
基
金
の
確
立
・
充

実
の
た
め
に
、
今
後
は
同
窓
生
の

皆
さ
ん
に
、
広
く
寄
付
を
呼
び
か

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

9
月
2
4
日
に
開
か
れ
た
同
窓
会

幹
事
会
で
示
さ
れ
た
「
鯉
城
同
窓

会
奨
学
財
団
設
立
に
関
す
る
現
状

報
告
」
　
（
抜
粋
）
　
は
左
記
の
通
り
。

以
前
か
ら
、
出
身
地
、
出
身
校

の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
、
在
学
中
の
後
輩
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
奨
学
資
金
を
出
そ
う
と

思
い
立
ち
ま
し
た
。
最
近
の
若
い

人
の
動
向
を
み
る
と
、
東
京
の
大

学
や
海
外
留
学
を
希
望
す
る
人
が

減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

カ
ル
ビ
ー
で
も
今
や
海
外
市
場

の
開
拓
な
ど
に
積
極
的
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
日
本
だ
け
に
固
ま

ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持

つ
人
材
が
、
回
春
寺
高
校
か
ら
ど

ん
ど
ん
出
て
も
ら
い
た
い
、
そ
う
い

う
意
欲
あ
ふ
れ
る
若
い
人
を
応
援

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
す
。

私
の
父
は
広
島
一
中
を
卒
業

し
、
家
庭
の
事
情
で
上
級
学
校
に

進
学
で
き
ず
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
働
き
始
め
て
か

ら
、
一
中
時
代
の
先
輩
た
ち
の
多

大
な
支
援
を
受
け
て
、
終
生
恩
義

に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
父
は

教
育
熱
心
で
、
新
し
い
教
育
理
論

を
よ
く
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

私
自
身
の
高
校
時
代
を
振
り
返

る
と
、
2
年
生
の
と
き
に
校
友

会
　
（
生
徒
会
）
　
の
会
長
選
挙
に
立

候
補
。
「
学
園
の
自
治
が
危
な
い
」

と
訴
え
て
当
選
し
、
私
な
り
に
保

守
的
に
な
り
か
け
て
い
た
体
制
打

破
を
目
指
し
て
頑
張
っ
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

高
校
卒
業
後
は
広
島
大
学
工
学

部
に
進
ん
だ
の
で
す
が
、
も
と
も

と
教
育
分
野
に
興
味
が
あ
り
、
本

当
は
教
育
学
部
で
学
び
た
か
っ
た

の
で
す
。
今
回
の
こ
と
も
若
い
人

を
育
て
た
い
と
い
う
思
い
で
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

カ
ル
ビ
ー
も
い
ろ
ん
な
苦
し
い

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を

一
つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
て
今
日
が

あ
る
わ
け
で
す
。
若
き
後
輩
の
皆

さ
ん
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
精
神

を
忘
れ
ず
、
実
力
を
蓄
え
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
た
め
に
私
の
寄
金
が

お
役
に
立
て
る
な
ら
、
こ
ん
な
に

う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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にこやかにほほ笑むありし日の山崎さん

大谷正行氏

今
年
を
振
り
返
る
と
、
同
窓
会
会
員
に
と
っ
て
残
念
な
計
報
も
あ
っ
た
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
マ
ツ

ダ
社
長
を
務
め
ら
れ
た
山
崎
芳
樹
さ
ん
　
（
昭
和
7
年
卒
）
　
が
3
月
1
0
日
に
、
鯉
城
関
西
同
窓
会
副
会
長

の
大
谷
正
行
さ
ん
　
（
昭
和
3
3
年
卒
）
　
が
7
月
4
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
緑
が
深
い
竹
林
守

さ
ん
　
（
昭
和
2
9
年
卒
、
元
マ
ツ
ダ
代
表
取
締
役
会
長
）
　
と
大
津
巧
さ
ん
　
（
昭
和
3
9
年
走
卒
、
鯉
城
関
西

同
窓
会
幹
事
長
）
　
の
お
二
人
に
、
追
悼
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

マ
ツ
ダ
・
広
島
に
大
き
な
足
跡
扉
耶

奥
様
が
押
さ
れ
る
車
い
す
に
乗
っ
て
、

毎
月
の
二
木
会
に
出
席
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
名
札
に
は
「
昭
和
7
年
卒
」
と
あ

り
、
圧
倒
的
な
大
先
輩
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
お
り
、
出
席
者
か
ら
畏
敬
の
念
で
見

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
二
木
会
で
「
鯉

城
の
夕
」
を
合
唱
す
る
こ
と
を
と
て
も
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
自
宅
で
も

C
D
に
合
わ
せ
て
度
々
歌
っ
て
お
ら
れ
た

と
か
。
若
き
血
潮
の
た
ぎ
る
一
中
時
代
が

強
く
印
象
に
残
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

私
が
山
崎
先
輩
と
ご
緑
が
で
き
た
の

は
、
昭
和
3
4
年
、
東
洋
工
業
（
現
マ
ツ

ダ
）
に
入
社
し
た
時
か
ら
で
し
た
。
私
は

エ
ン
ジ
ン
製
造
工
場
に
技
術
員
と
し
て
配

属
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
製
造
部
門

の
ト
ッ
プ
が
、
自
動
車
製
造
部
長
の
山
崎

先
輩
で
し
た
。
私
の
直
接
の
上
司
は
主

任
、
更
に
課
長
で
、
厳
し
く
ま
た
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
た
素
晴
ら
し
い
上
司

た
ち
で
、
お
二
人
と
も
一
中
の
昭
和
2
0
年

卒
、
昭
和
1
6
年
卒
の
先
輩
で
し
た
。
私
は

そ
の
上
司
を
通
じ
、
直
接
ま
た
は
間
接
に

山
崎
先
輩
に
厳
し
く
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
平
素
は
優
し
く
温
顔
で
す
が
、
間
違
っ

た
こ
と
を
す
る
と
顔
色
を
変
え
て
叱
責
さ

れ
ま
し
た
。

山
崎
先
輩
は
、
製
造
部
門
を
陣
頭
指

揮
、
右
肩
上
が
り
の
自
動
車
生
産
を
乗

り
切
り
、
大
き
な
実
績
を
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
業
績
や
手
腕
を
評
価
さ
れ
、

昭
和
5
2
年
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
東
洋

工
業
の
経
営
再
建
を
す
る
た
め
社
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
内
部
で
は
原
価
低
減
活

動
、
品
質
改
善
活
動
を
推
進
し
、
商
品

で
は
サ
バ
ン
ナ
R
X
7
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
な

ど
ヒ
ッ
ト
車
を
生
み
出
し
、
経
営
を
建
て

直
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
名
と

会
社
名
を
一
致
さ
せ
る
た
め
、
マ
ツ
ダ
株

式
会
社
に
社
名
変
更
。
い
わ
ば
マ
ツ
ダ
中

興
の
祖
で
し
た
。

昭
和
5
9
年
5
月
、
社
長
を
退
任
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
広
島
商
工
会
議
所

会
頭
、
広
島
証
券
取
引
所
理
事
長
な
ど

の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
地
域
社
会
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

山
崎
先
輩
は
優
れ
た
運
動
神
経
の
持

ち
主
で
し
た
。
一
中
時
代
は
蹴
球
部
に
属

さ
れ
活
躍
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
東
洋
工
業

入
社
後
、
蹴
球
部
を
創
設
、
選
手
兼
監

督
と
し
て
活
躍
、
後
に
部
長
と
し
て
天
皇

杯
獲
得
、
日
本
リ
ー
グ
優
勝
の
強
い
チ
ー

ム
に
育
て
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現

在
の
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
の
母
体
と
な
っ
て

サ
ッ
カ
ー
王
国
広
島
の
頂
点
に
発
展
し
て

い
っ
た
わ
け
で
す
。

今
年
3
月
1
0
日
、
満
9
9
歳
1
1
ケ
月
で

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
も
う
1
ケ
月
で
満

1
0
0
歳
で
し
た
。

マ
ツ
ダ
に
も
広
島
に
も
大
き
な
足
跡
を

残
さ
れ
た
山
崎
先
輩
を
悼
む
と
と
も
に
、

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
と
合
掌
い
た

し
ま
す
。

（
昭
和
2
9
年
卒
　
竹
林
守

＝
元
マ
ツ
ダ
代
表
取
締
役
会
長
）

故
大
谷

正
行
氏

七
月
四
日
の
突
然
の
ご
逝
去
か
ら
三

月
が
経
ち
ま
す
。
今
で
も
わ
が
家
の
電

話
が
鳴
る
と
、
受
話
器
の
向
こ
う
か
ら

「
ど
う
も
、
大
谷
で
す
」
と
、
い
つ
も
の

声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

大
谷
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
十
余
年

前
に
近
畿
広
島
県
人
会
の
巻
幡
展
男
会

長
ら
と
「
同
窓
会
を
関
西
で
も
発
足
さ

せ
よ
う
」
と
話
し
合
っ
た
こ
ろ
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
平
成
1
7
年
暮
れ
、
広
島

の
会
報
に
掲
載
さ
れ
た
「
関
西
鯉
城
同

窓
会
設
立
の
動
き
」
の
記
事
を
読
ま
れ

た
大
谷
さ
ん
が
わ
が
家
に
電
話
を
く
だ

さ
っ
た
の
が
、
御
縁
の
始
ま
り
で
し
た
ね
。

鯉
城
関
西
同
窓
会
誕
生
か
ら
今
日
ま

で
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
周
り
へ

の
気
配
り
に
加
え
、
副
会
長
と
し
て
も

持
ち
味
を
発
揮
さ
れ
、
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー

で
も
あ
り
ま
し
た
。

会
合
の
帰
り
に
は
梅
田
や
天
王
寺
の

最
寄
り
駅
で
下
車
し
、
居
酒
屋
で
ジ
ョ
ッ

キ
を
片
手
に
「
関
西
ら
し
い
ユ
l
T
ク
な

会
」
を
目
指
し
て
、
熱
い
夢
を
よ
く
語

り
合
い
ま
し
た
ね
。
後
に
関
西
同
窓
会

の
会
長
に
な
ら
れ
る
伊
藤
彰
雄
さ
ん
を

含
め
た
「
3
人
組
」
時
代
は
、
す
ぼ
ら

し
い
1
0
年
で
し
た
。

昭
和
3
3
年
卒
の
同
期
会
「
紫
旗
の

会
」
は
歴
史
的
に
も
古
く
、
そ
の
中
枢

的
リ
ー
ダ
ー
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た

ね
。
近
年
は
広
島
の
総
会
の
ほ
か
、
広

島
二
木
会
や
東
京
二
水
会
に
も
出
席
さ

れ
、
同
期
の
皆
様
か
ら
の
信
望
も
厚
い

方
で
し
た
。

あ
な
た
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、
鯉
城
関

西
同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
も
伝
承
さ
れ
、

確
実
に
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
本
会
の
活
動
を
、
天
上
か
ら
し
っ
か

り
守
っ
て
く
だ
さ
い
と
申
し
上
げ
、
追

慕
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

大
谷
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

（
昭
和
3
9
年
足
卒
　
大
津
巧

＝
鯉
城
関
西
同
窓
会
幹
事
長
）
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＼
J

高
校
野
球
の
歴
史
の
原
点
を
再
現
し
よ
う
－
。
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
が
始
ま
っ
て
1
0
0
周
年
に
な
る
の
を
記
念
し
て
、
第
1
回
大
会
に
出
場

し
た
1
0
校
の
O
B
チ
ー
ム
が
、
来
年
1
2
月
1
9
、
2
0
の
両
日
、
甲
子
園
球
場
で

対
戦
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
実
現
に
向
け
て
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
推
進

役
を
務
め
て
き
た
の
は
鯉
城
野
球
部
O
B
会
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振

り
返
っ
た
。

母
校
野
球
部
の
歴

史
は
、
広
島
県
内
で

最
も
古
く
、
当
時
の

広
島
中
野
球
部
の
創

部
は
1
8
9
0
　
（
明

治
2
2
）
　
年
に
さ
か
の

ぼ
る
。
そ
の
後
、
現

在
の
広
島
県
立
広
島

商
業
高
校
や
広
陵
高

校
に
野
球
部
が
で
き
、

お
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
て
い
た
。
そ
ん
な

中
、
広
島
中
は
大
正

時
代
ま
で
無
敵
を
誇

り
、
早
稲
田
大
学
や

ハ
ワ
イ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
の
チ
ー
ム
が
来
広

し
た
際
は
、
県
内
の

学
校
を
代
表
し
て
対

戦
相
手
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

高
校
球
児

の
夢
の
舞
台

で
あ
る
全
国

高
等
学
校
野

球
選
手
権
大

会

の

第

1

回
大
会
は
、

1

　

9

　

1

　

5

（
大
正
4
）

年
に
「
第
1

回
全
国
中
等

学
校
優
勝
野

球
大
会
」
と

し
て
、
現
在

の
大
阪
府
豊

中
市
の
豊
中

グ
ラ
ウ
ン
ド

で

開

か

れ

た
。
全
国
の

地
方
大
会
を

勝
ち
抜
い
た

代
表
1
0
校
が

熱
戦
を
展

開
。
山
陽
地

方
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
の

が
、
地
方
大
会
の
決
勝
で
広
島

商
を
破
っ
た
広
島
中
だ
っ
た
。

地
方
代
表
と
し
て
、
8
月
1
8
日

か
ら
6
日
間
の
日
程
で
始
ま
る
全

国
大
会
に
向
か
う
チ
ー
ム
の
様
子

が
、
朝
日
新
聞
に
次
の
よ
う
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

「
応
援
団
も
3
0
余
名
に
上
り
、

1
7
日
午
前
7
時
、
宇
品
を
出
る
『
新

栄
丸
』
　
に
て
上
阪
、
団
貞
は
浴
衣

の
上
に
袴
を
う
が
ち
、
広
島
中
の

帽
子
を
か
ぶ
り
、
手
に
紫
の
字
を

染
め
ぬ
き
た
る
応
援
旗
を
携
え
る

棟
見
る
も
勇
ま
し
か
り
き
…
」

大
会
の
第
一
試
合
は
、
広
島
中

と
山
陰
代
表
の
鳥
取
中
（
鳥
取
県

立
鳥
取
西
高
）
　
の
対
戦
か
ら
始

ま
っ
た
。
試
合
前
に
ホ
ー
ム
ベ
ー

ス
を
は
さ
ん
で
、
両
チ
ー
ム
の
選
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手
が
一
塁
側
と
三
塁
側
に
整
列
し

て
互
礼
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
こ

の
対
戦
か
ら
始
ま
っ
た
。

残
念
な
が
ら
広
島
中
は
初
戦
で

敗
退
し
た
が
、
大
会
第
1
号
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
は
広
島
中
の
中
村
隆

元
選
手
が
放
っ
た
。
2
0
1
4
年

の
段
階
で
春
、
夏
の
甲
子
園
大
会

を
通
じ
て
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
は
通
算

2
1
6
8
本
（
こ
の
う
ち
夏
の
大

会
は
1
4
6
0
本
）
。
歴
史
に
残

る
最
初
の
1
本
は
、
こ
の
時
の
中

村
選
手
が
打
っ
た
わ
け
だ
。
ち
な

み
に
、
今
年
の
夏
の
甲
子
園
大
会

は
第
9
6
回
　
（
春
の
選
抜
は
8
6
回
）

で
、
来
年
1
0
0
回
大
会
で
は
な

い
が
、
こ
れ
は
戦
時
中
の
中
断
な

ど
が
あ
っ
た
た
め
。

初
回
大
会
の
後
、
母
校
は
広
島

一
中
時
代
を
含
め
て
、
全
国
大
会

に
再
び
出
場
す
る
と
い
う
夢
は
果

た
せ
て
い
な
い
。
今
か
ら
7
年

前
、
同
じ
立
場
に
あ
っ
た
三
重
県

の
宇
治
山
田
高
校
と
の
交
流
が
生

ま
れ
、
両
校
の
O
B
チ
ー
ム
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
先
輩
た
ち
の
偉
業
を

胸
に
親
善
試
合
を
し
た
。
そ
う

い
う
流
れ
の
中
、
「
第
1
回
大
会

で
試
合
を
し
た
1
0
校
が
集
ま
り
、

2
0
1
5
年
に
甲
子
園
で
再
現
試

合
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
い

う
ア
イ
デ
ア
が
浮
上
し
、
鯉
城
野

球
部
O
B
会
が
中
心
に
な
っ
て
各

校
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
話
し
合

い
が
進
ん
だ
。

対
戦
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
は
、

初
回
大
会
を
踏
襲
し
て
い
る
。

（出場校）
母
校
と
旧
鳥
取
中
（
鳥
取
西
高
）

以
外
の
出
場
校
は
、
当
時
の
秋
田

中
（
秋
田
県
立
秋
田
高
）
、
早
稲

田
実
業
学
校
（
早
稲
田
実
業
高
）
、

京
都
二
中
（
京
都
府
立
鳥
羽
高
）
、

山
田
中
　
（
三
重
県
立
宇
治
山
田

高
）
、
和
歌
山
中
　
（
和
歌
山
県
立

桐
蔭
高
）
、
神
戸
二
中
（
兵
庫
県

立
兵
庫
高
）
、
高
松
中
（
香
川
県

立
高
松
高
）
、
久
留
米
商
（
久
留

米商）

、／　）　二コ

／　亡誕

鯉
城
同
窓
会
館
建
設
に
伴
う
寄
付
金
募
集
は
、
今
年
1
月
末
ま
で
実
施
さ
れ
、

］
同
窓
会
館

］
建
設
寄
付

最
終
的
に
約
2
0
2
5
件
、
総

額
2
0
0
2
万
円
に
の
ぼ
っ
た
。
前
号
の
会
報
6
6
号
で
は
、
昨
年
1
1
月
末
時
点
の
集
計
に
つ
い
て
、
約
1
0
7
0

件
、
1
9
4
0
万
円
と
お
知
ら
せ
し
た
が
、
そ
の
後
、
5
3
件
、
6
2
万
円
上
積
み
す
る
形
に
な
っ
た
。
昨
年
1
2
月
1

日
以
降
の
寄
付
者
の
名
前
は
左
記
の
通
り
。

同
窓
会
館
建
設
寄
付
金

（
S
1
3
卒
）
上
田
正
彦

（
S
1
5
卒
）
長
野
博

（
S
2
0
④
卒
）
安
井
信
二

（
S
2
2
卒
）
巻
幡
展
男

（
S
2
3
卒
）
造
力
晋

（
S
2
6
卒
）
海
住
秀
雄
／
西
本
（
住

田
）
晴
子

（
S
2
8
卒
）
近
藤
礼
次
郎

（
S
2
8
生
卒
）
佐
々
木
（
為
数
）
万
里

子（
S
3
0
卒
）
清
柳
由
朗
／
高
山
剛

（
S
3
1
卒
）
遠
藤
信
雄
／
臼
井
正
明

（
S
3
1
定
卒
）
仲
川
秀
明

（
S
3
2
卒
）
小
林
（
間
）
美
那
子
／
斧

林
（
住
川
）
雅
子
／
田
口
（
小
川
）
ヒ

ロ
ミ
／
吉
田
（
三
浦
）
悦
子
／
村
上

佳
子
（
S
3
3
卒
）
尾
坂
一
宇
／
川
口
栄
吉

／
竹
下
進
／
佐
伯
誠
／
宗
像
正
夫

／
望
月
重
徳

（
S
3
3
定
卒
）
末
岡
（
奥
河
内
）
勝
子

（
S
3
5
生
卒
）
大
森
（
友
田
）
タ
ミ
子

（
S
3
5
定
卒
）
川
本
（
矢
野
）
純
平

野
球
部
O
B
会
山
本
将
司
さ
ん

（
昭
和
5
8
年
卒
）
の
話

構
想
が
生
ま
れ
て
以
来
、
野
球

部
O
B
を
中
心
に
6
、
7
人
が
手

分
け
を
し
て
作
業
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
最
も
苦
労
し
た
の
は

他
校
に
声
を
掛
け
、
趣
旨
を
説
明

し
て
、
全
て
の
学
校
の
同
意
を
取

（
S
3
6
卒
）
中
丸
（
百
々
）
慈
子
／
甲

島
和
義

（
S
3
6
生
卒
）
柴
田
時
枝

（
S
3
7
定
卒
）
下
高
呂
武
春

（
S
3
8
卒
）
北
田
初
郎
／
未
岡
（
沼

本
）
典
子

（
S
3
9
定
卒
）
大
津
巧
／
高
田
吉
峯

（
S
4
0
卒
）
小
川
（
千
葉
）
和
之

（
S
4
0
定
卒
）
土
井
（
竹
内
）
文
子

（
S
4
2
卒
）
井
上
（
池
田
）
淑
子
／
蛭

川
（
平
野
）
直
美
／
小
西
和
憲
／
酒

井
薫
（
S
4
3
卒
）
原
田
（
迫
田
）
綾
子

（
S
4
4
卒
）
河
野
隆

（
S
4
7
卒
）
兼
丸
（
下
江
）
孝
子

（
S
4
9
通
卒
）
川
向
栄
子

（
S
5
5
通
卒
）
栗
栖
孝
子

り
付
け
る
こ
と
で
し
た
。
遠
方
の

学
校
は
甲
子
園
ま
で
足
を
運
ぶ
と

な
る
と
費
用
が
か
か
る
わ
け
で

す
。
1
校
で
も
欠
け
る
と
意
義
が

薄
れ
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
必
死
に

説
得
し
ま
し
た
。
ま
だ
先
の
話
で

は
あ
り
ま
す
が
、
甲
子
園
の
ス
タ

ン
ド
に
鯉
城
の
旗
を
立
て
、
全
国

の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
も
ど
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
同
窓
会
を
開
き
、
き

ず
な
を
確
か
め
合
い
な
が
ら
、
大

会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
気
持

ち
で
す
。
今
か
ら
さ
ら
に
準
備
に

力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
皆
さ
ん
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
S
5
7
卒
）
岡
本
一
路

（
S
5
8
卒
）
古
田
小
百
合

（
S
6
0
卒
）
安
田
秀
二

（
S
6
1
卒
）
越
野
（
川
向
）
朋
子

（
H
2
2
卒
）
楠
本
菜
帆

（
H
2
4
卒
）
尾
崎
花
香

什
器
備
品
類
寄
付

【
S
3
1
卒
】
冨
田
信
義

S
3
1
卒
秋
山
礼
巳
さ
ん
絵
画
作
品

「
原
爆
ド
ー
ム
」

【
S
2
9
卒
】
松
尾
聴
　
美
甘
章
子
著

書
「
8
時
1
5
分
～
ヒ
ロ
シ
マ
で
生

き
抜
い
て
許
す
心
～
」

【
H
l
卒
】
平
田
利
仁
　
明
治
4
1
年

率
棋
士
瀬
越
憲
作
御
城
棋
譜
全
1
0

巻
、
陶
板
楯
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財務委員会 �桑野恭彬（昭34年）三木武彦（昭37年） 酒井文一（昭51年） �桂　秀昭（昭47年） �櫻井嘉尚（昭54年） 

広報委員会 �伊藤　目早（昭35年） �大石一朗（昭43年） �山本訓子（昭39年） 田中敬子（昭59年） 藤井寿美枝（昭48年） 

資料保存委員会 �土井敏正（昭36年）　田丸健三（昭41年） �山自修司（昭46年） 

会員委員会 母校振興委員会 （母校振興） �丸山祐荘（昭34年）　細川　匡（昭41年） �渡部公麿（昭49年） �三輪京子（昭55年） 

渡部英明（昭39年）　森信秀樹（昭46年） �木下京子（昭53年） �根石紀雄（昭55年） 

（定時振興） �月村俊雄（昭39年走）桑原佐智江（昭47年通） �中山正幸（昭46年走） 

（奨学財団） �吉田信秀（昭44年）　反田哲顕（昭50年） 

監　　　　事 �河野　隆（昭44年）　長野耕治（昭50年） 

事　務　局 �久保木敬子（昭42年） 

（当番幹事） �平成26年　紀本一樹（平3年）　平成27年　橘　信一（平4年） 

Ⅰ一般会計平成25年度決算報告書（平成25年4月1日～平成26年3月31日）（単位・円）

収入の部 ��支　出　の　部 
削年度繰越金 �8，043，216 �会報費 �1，828，272 �備品費 �78000 

入会金 �999，000 �事業費 �225，454 �慶弔費 �5，100 

終身会費 �3，221，000 �人物録作成費 �102，205 �雑費 �113185 

年度会費 �21，000 �会費請求システム維持費 �97，035 �顕彰費 �83，160 

寄附金 �9，500 �助成金（二木会等） �2，500000 �CD（校歌等）複製 �0 

利息収入金 �73，609 �事務費 �1，494，784 �修繕費 �0 

50周年CD販売入金 �1，000 �消耗品費 �218，513 �母校振興費 �60，000 

雑収入 �6，740 �印刷費 �227，328 �税金 �0 

二木会・総会剰余金 �1，322，510 �通信費 �169，015 �慰霊碑献花代 �44100 

会議費 �169，503 �次年度繰越金 �6194289 

水道・光熱費 �87，632 � � 
収入計 �13，697，575 �r　　　　支出計 ���13，697，575 

Ⅱ基金　　　　　　　　　Ⅲ特別会計
1・鯉城同窓会基金（単位：円）　同窓会館建設費特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位．円）

前年度繰越金
次年度繰越金

2．教育振興基金（単位・円）

前年度繰越金 16，500，000

次年度繰越金 16，500，000

収入の部 ��支　出　の　部 
鯉城同窓会基金の取崩　】75，0〔札000 ��建築費 �78，065，000r印刷費　　　　　394103 

寄附金 �20，126，000 �備品費 �3，982，992　通信費 ��145550 

雑収入 �440，000 �事務費 �792，200 �会議費 �429451 

利息 �1，852 �消耗品 �4，411，344 �雑費 �267455 

租税公課 �0 
収入計　　　l95，567，852 �� ��支出　計 �88，488，095 

※総収入95，567，852円一総支出88朋8，095円＝7，079，757円（剰余金）　※剰余金7，079，757円は、鯉城同窓会基金に戻入する。
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後輩の在校生たちに語りかける増田さん

恒
例
の
O
B
講
演
会
が
、
1
1
月
1
9
日
、
母
校
体
育
館
で
開
か
れ
た
。
今

年
の
講
師
は
昭
和
3
0
年
卒
同
期
生
　
（
2
年
時
、
東
京
に
転
居
）
　
で
、
日
本

赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
、
日
本
失
明
予
防
協
会
理
事
長
の
増

田
寛
次
郎
さ
ん
。
東
大
名
誉
教
授
で
も
あ
る
増
田
さ
ん
は
「
人
生
紆
余
曲

折
」
　
の
演
題
で
、
体
験
を
も
と
に
し
た
考
え
方
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
、
映
像

を
活
用
し
な
が
ら
後
輩
た
ち
に
優
し
く
語
り
か
け
た
。

壇
上
に
立
っ
た
増
田
さ
ん
は
、

「
国
泰
寺
高
校
に
在
籍
し
た
1
年

1
か
月
は
、
自
分
に
と
っ
て
最
も

懐
か
し
い
時
代
」
と
語
り
始
め
た
。

そ
し
て
自
然
災
害
頻
発
の
事
例
を

踏
ま
え
て
「
想
定
外
の
出
来
事
こ

そ
宝
の
山
」
と
話
を
展
開
さ
せ
た
。

増
田
さ
ん
が
取
り
上
げ
た
の

は
、
2
0
0
2
年
に
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
を
受
賞
し
た
田
中
耕
一
さ
ん

と
2
0
1
4
年
に
同
じ
く
物
理
学

賞
を
受
賞
し
た
天
野
浩
さ
ん
の
2

人
。
2
人
は
い
ず
れ
も
実
験
中
の

失
敗
を
、
単
な
る
失
敗
と
片
付
け

ず
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
原
因
究
明

し
て
新
発
見
に
こ
ぎ
つ
け
た
事
実

を
、
具
体
的
に
説
明
し
た
。

て
、
あ
る
大
学
教
授
か
ら
緑
内
障

の
治
療
薬
と
し
て
の
可
能
性
を
指

摘
さ
れ
た
際
、
「
そ
の
可
能
性
は

な
い
」
と
答
え
た
こ
と
や
、
後
に

こ
の
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
の

眼
圧
を
下
げ
る
薬
理
作
用
が
、
画

期
的
な
緑
内
障
の
薬
の
開
発
に
つ

な
が
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
「
私
の

判
断
ミ
ス
。
失
敗
で
し
た
」
と
振

り
返
り
「
仮
説
通
り
に
こ
と
が
運

が
で
き
る
し
、
一
生
の
宝
で
す
。

こ
れ
は
今
の
年
齢
に
な
っ
て
言
え

る
こ
と
」
と
述
懐
し
た
。
ま
た
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
を
視
野
に
、
若
い

時
期
に
英
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と

の
重
要
性
を
強
調
。
「
毎
日
英
語

に
触
れ
る
こ
と
を
習
慣
に
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中

の
経
験
を
踏
ま
え
て
「
読
み
書
き

は
で
き
て
も
、
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ョ

「
想
定
外
」
こ
そ
宝
の
山

日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
　
増
田
寛
次
郎
さ
ん

「
謙
虚
に
よ
く
よ
く
考
え
て
」

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
留
学
中
、
痛

み
や
炎
症
の
原
因
物
質
で
あ
る
プ

ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
に
つ
い

ぶ
の
は
当
た
り
前
。
予
想
外
の
結

果
や
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
と
き
こ

そ
、
謙
虚
に
よ
く
よ
く
考
え
る
こ

と
が
必
要
。
こ
れ
が
科
学
者
の
態

度
で
す
」
と
話
し
た
。

高
校
時
代
に
つ
い
て
は
、
「
私

が
最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
高
校

時
代
の
友
達
。
真
心
の
つ
き
合
い

ン
の
際
に
評
価
が
分
か
れ
る
。
こ

れ
か
ら
の
日
本
人
の
英
語
は
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
く

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
自
分
の
専
門
で
あ
る
眼

科
に
つ
い
て
、
「
ア
メ
リ
カ
で
は

人
気
が
あ
る
の
に
、
日
本
で
は
志

望
者
が
少
な
く
、
将
来
に
危
機
感

平
成
2
6
年
度
、
各
種
の
糞
を
受
　
　
功
労
）

章
さ
れ
た
同
窓
生
の
方
々
を
、
1
1
　
　
昭
和
3
7
年
卒
＝
高
見
正
明

月
1
5
日
の
総
会
で
顕
彰
し
た
。
　
　
▽
瑞
宝
単
光
章
（
調
停
委
員
功
労
）

《
叙
勲
・
褒
章
関
係
》
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
3
8
年
卒
＝
末
長
昌
子

▽
瑞
宝
小
綬
章
（
運
輸
行
政
事
務
　
《
警
察
庁
長
官
表
彰
》

を
抱
い
て
い
る
状
況
」
と
話
し
な

が
ら
、
こ
の
分
野
の
将
来
性
を
指

摘
。
若
い
女
性
に
流
行
し
て
い
る

カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
弊

害
や
、
白
内
障
手
術
が
飛
躍
的
に

進
歩
し
て
い
る
現
状
な
ど
に
も
触

れた。講
演
の
後
、
在
校
生
か
ら
は
「
眼

科
を
選
ん
だ
い
き
さ
つ
は
」
「
眼

科
研
究
の
実
験
動
物
に
ウ
サ
ギ
が

使
わ
れ
る
理
由
は
」
な
ど
の
質
問

が
相
次
い
で
出
さ
れ
、
今
回
の
講

演
が
若
い
感
性
、
知
的
欲
求
を
大

い
に
刺
激
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る

形
と
な
っ
た
。

（略歴）1
9
6
4
年
東
京
大
学
医
学
部

卒
業
、
8
7
年
東
京
大
学
医
学
部
教

授
、
9
8
年
関
東
労
災
病
院
院
長
、

2
0
0
1
年
日
本
赤
十
字
社
医
療

セ
ン
タ
ー
院
長
、
0
9
年
増
田
記
念

ア
イ
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
。
日

本
失
明
予
防
学
会
理
事
長
、
東
大

名
誉
教
授
。
こ
の
ほ
か
多
く
の
要

職
を
歴
任
。

▽
功
労
者
表
彰
（
医
療
検
視
分
野
）

昭
和
2
4
年
⑤
卒
＝
沖
野
宏
敬

《
特
別
表
彰
》

▽
功
績
（
同
窓
会
振
興
）

昭
和
2
9
年
卒
＝
松
尾
聴

▽
功
績
（
定
時
制
振
興
）

昭
和
3
9
年
走
卒
＝
月
村
俊
雄
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年卒の皆さんによる乾杯

特
別
表
彰
を
受
け
た
松
尾
さ
ん
㊥
と
八
木
会
　
総
会
資
料
を
一
生
懸
命
見
て
質
疑
　
新
た
な
出
達
に
胸
弾
ま
せ
て
集
う
　
母
校
愛
に
あ
ふ
れ
肩
を
組
み
「
鯉

長
㊧
、
河
田
校
長
の
ス
リ
ー
シ
ョ
ッ
ト
　
　
　
　
応
答
を
す
る
O
B

同
窓
生
達

城
の
夕
」
を
熱
唱

今
年
度
も
最
後
ま
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た

今
年
度
の
鯉
城
同
窓
会
総
会
に
も
、
全
国

か
ら
多
数
の
同
窓
生
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当

番
幹
事
と
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

諸
先
輩
方
を
は
じ
め
と
し
た
鯉
城
同
窓
会

に
関
わ
る
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
お
言
葉
と
お

力
添
え
の
お
か
げ
で
今
年
度
の
総
会
を
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
2
6
年
度
の
鯉
城
同
窓
会
は
「
出
逢
い

の
力
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

同
期
の
仲
間
や
、
先
輩
・
後
輩
と
の
つ
な
が

り
を
力
と
し
て
新
た
な
未
来
を
創
造
す
る
こ

と
を
念
頭
に
「
出
逢
い
の
力
」
と
し
、
人
に

出
逢
い
、
育
む
こ
と
で
新
し
い
未
来
を
創
り

上
げ
る
一
助
に
し
た
い
と
い
う
想
い
を
ス
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卒業から50年を迎えた昭和こ

ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
ま
し
た
。

今
年
度
、
同
窓
会
活
動
を
行
わ
せ
て
頂

き
、
新
た
に
先
輩
・
後
輩
と
出
逢
い
、
私
達
、

当
番
幹
事
に
と
っ
て
大
き
な
力
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
1
8
年
前
に
出
逢
っ
た
同
期
の
存

在
が
大
き
な
力
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
一
つ
の
出
逢
い
を
大
切
に
し
、

積
み
重
ね
、
繋
ぎ
あ
わ
せ
大
き
な
同
窓
の
粁

と
な
る
よ
う
平
成
3
年
卒
業
生
一
同
、
こ
れ

か
ら
も
力
を
合
わ
せ
、
鯉
城
同
窓
会
の
発
展

の
た
め
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
3
年
卒
　
代
表
幹
事
紀

本

一

樹

姉
妹
提
携
校
「
B
C
A
」
校
長
（
米
国
ニ
ュ
ー
　
今
年
度
当
番
幹
事
司
会
の
2
人

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
）
挨
拶
。
通
訳
は
卒
業
生

で
現
在
、
英
語
教
諭
の
伊
藤
玲
子
さ
ん

「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
水
大
賞
」
受
賞
　
同
窓
会
に
入
会
の
挨
拶
を
す
る
在
　
喧
嘩
三
三
七
拍
子
の
演
武
を
す
る
O
B
応
援
団

に
つ
い
て
語
る
在
校
生

校
生
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ビルケナウ収容所前

私

昭
和
2
6
年
卒
　
宍
戸
和
子

今
年
は
8
月
に
2
人
目
の
曾
孫

が
生
ま
れ
、
す
っ
か
り
大
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
た
ま
に
会
う
と
、
び
っ
く
り

す
る
位
成
長
し
て
い
る
の
が
楽
し

み
で
す
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
我
が
家
族

の
最
高
齢
者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
ボ
ケ
防
止
に
と
8
0

才
の
誕
生
日
に
自
分
へ
の
贈
り
物

と
し
て
、
i
p
a
d
を
購
入
し
ま

し
た
が
、
今
ま
で
の
パ
ソ
コ
ン
と
は

多
々
違
う
面
が
あ
り
、
四
苦
八
苦

で
し
た
。
手
引
書
を
見
て
も
皆
目

分
か
ら
な
い
の
で
や
っ
と
3
か
月

の
初
歩
的
な
講
習
を
受
け
る
事
に

し
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
ど
う

に
か
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
2
年
経
過
し
た
の
で
新

し
い
小
さ
い
サ
イ
ズ
に
買
換
え
、

先
ず
曾
孫
の
写
真
や
「
ア
ナ
と
雪

の
女
王
」
な
ど
の
音
楽
を
取
り
込

ん
で
上
手
に
使
い
こ
な
せ
る
様
に

な
っ
て
い
ま
す
。
遠
方
へ
出
か
け

る
時
に
は
先
方
の
地
図
を
出
し
予

習
し
て
出
か
け
ま
す
。
何
事
に
も

興
味
を
持
っ
て
ト
ラ
イ
し
て
い
る

こ
の
頃
で
す
。

ど
う
ぞ
我
々
の
年
齢
に
な
る
と

の
　
近
　
況

「
も
う
年
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
し
ま

わ
な
い
で
、
ど
ん
ど
ん
頭
を
活
性

化
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
島
市
中
区
中
島
町
）

昭
和
3
9
年
卒
　
有
田
健
男

6
月
の
1
か
月
で
チ
ェ
コ
と
ポ

ー
ラ
ン
ド
を
自
転
車
旅
行
し
て
き

ま
し
た
。
6
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
最
も
気

候
が
良
い
月
と
言
わ
れ
、
チ
ェ
コ

は
毎
日
快
晴
、
ビ
ー
ル
は
旨
く
て

安
い
、
ジ
ョ
ッ
キ
1
杯
1
0
0
円
、

早
い
話
飲
み
放
題
状
態
、
風
景
と

と
も
に
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。

一
方
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
雨
が
多
く
、

曇
れ
ば
冬
の
様
に
肌
寒
く
ア
ウ
シ

ュ
ビ
ッ
ツ
収
容
所
の
見
学
は
半
分

で
打
ち
切
り
、
山
積
み
さ
れ
た
幼

児
の
遺
品
に
、
わ
が
孫
の
顔
も
浮

か
ん
で
胸
が
痛
む
。

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
後
は
、
ワ

ル
シ
ャ
ワ
を
目
指
し
て
行
け
行
け

ド
ン
ド
ン
と
は
行
か
ず
。
夜
中
か

ら
降
り
始
め
た
雨
が
翌
日
昼
過
ぎ

ま
で
上
が
ら
ず
、
テ
ン
ト
の
中
で

ジ
ツ
ト
雨
宿
り
こ
れ
が
続
く
と
一

番
つ
ら
い
。
雨
が
上
が
れ
ば
、
真

っ
先
に
テ
ラ
ス
へ
走
っ
て
生
ビ
ー
ル

を
グ
イ
ッ
と
飲
ん
で
憂
さ
晴
ら
し
、

こ
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
ワ
ル
シ

ャ
ワ
か
ら
日
本
に
向
か
う
機
上
よ

り
、
初
め
て
で
最
後
の
チ
ェ
コ
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
別
れ
を
惜
し
む
。

そ
の
う
ち
ど
こ
か
で
行
き
倒
れ
に

な
る
不
安
は
あ
る
が
、
次
の
新
し

い
国
に
行
っ
て
み
た
い
。

（
広
島
市
西
区
田
方
）

昭
和
4
0
年
卒
　
打
田
幸
太

3
7
年
間
勤
務
し
た
広
告
会
社
を

定
年
退
職
し
た
の
は
、
8
年
前
の

春
。
宿
題
の
な
い
夏
休
み
を
迎
え

た
小
学
生
の
心
境
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
背
中
に
羽
の
生
え
た
よ
う
な

気
持
ち
は
1
カ
月
と
も
ち
ま
せ
ん
。

働
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
た
ま
の

O
F
F
が
楽
し
い
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
家
で
ブ
ラ
ブ
ラ

し
て
い
て
も
味
気
な
く
、
妻
か
ら

は
「
お
願
い
だ
か
ら
、
家
に
い
な

い
で
く
だ
さ
い
」
と
半
ば
脅
迫
さ

れ
る
毎
日
。
そ
こ
で
心
機
一
転
、
「
ど

う
せ
外
に
出
る
の
な
ら
働
こ
う
。

少
し
で
も
い
い
か
ら
お
金
を
稼
ご

う
」
と
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
。
縁
あ
っ

て
小
さ
な
出
版
社
に
週
・
4
日
勤

務
し
て
い
ま
す
。

仕
事
は
、
P
R
誌
、
社
史
、
記

念
誌
、
社
内
報
制
作
の
プ
ロ
モ
ー

ト
と
企
画
設
計
。
定
期
刊
行
物
の

編
集
会
議
に
も
メ
ン
バ
ー
と
し
て

参
画
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
好

き
な
業
界
な
の
で
全
く
苦
に
な
り

ま
せ
ん
。
お
か
げ
さ
ま
で
わ
が
家
は
家
庭

円
満
。
健
康
で
あ
る
と
い
う
前
提

で
、
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い

る
間
は
働
く
所
存
で
す
。

「
働
い
て
遊
ぶ
」
。
黄
金
の
1
0
年

が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
で
す
！

（
大
阪
府
箕
面
市
）

昭
和
4
0
年
卒
　
山
根
克
彦

ま
だ
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
T

V
の
看
守
役
は
任
命
さ
れ
て
い
な

い
が
、
以
前
に
比
べ
て
視
る
時
間

は
少
々
増
え
て
る
か
も
し
れ
な
い
。

T
V
に
向
か
っ
て
返
事
を
し
た

り
ツ
ツ
コ
ミ
を
入
れ
る
の
は
、
歳

を
と
っ
た
証
拠
だ
！
と
い
う
こ
と

は
、
昔
か
ら
よ
く
い
わ
れ
て
き
た

が
、
ど
う
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内

に
ツ
ッ
コ
ン
で
る
ら
し
い
。
愚
妻
に

よ
る
と
「
ミ
ス
テ
リ
ー
」
「
警
察
実

録
も
の
」
が
特
に
激
し
い
ら
し
い
。

そ
う
い
え
ば
疑
問
が
湧
い
て
き

た
。
つ
い
最
近
の
ツ
ツ
コ
ミ
だ
。
…

こ
こ
数
年
、
新
聞
紙
面
で
毎
日
の

よ
う
に
教
員
、
警
官
、
公
務
員
は

勿
論
の
こ
と
一
般
の
男
性
が
痴
漢

で
逮
捕
。
こ
の
時
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
ま
で
掲
載
さ
れ
一
生

を
棒
に
振
っ
て
し
ま
う
。
多
分
。

こ
れ
に
対
し
、
警
察
実
録
も
の

で
は
、
覚
せ
い
剤
常
習
者
が
猛
ス

ピ
ー
ド
で
逃
げ
回
り
信
号
無
視
の

上
、
パ
ト
カ
ー
と
カ
ー
チ
ェ
イ
ス
。

（
1
1
頁
へ
つ
づ
く
）
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ストラスブールの街並みと電車

酒
気
帯
び
運
転
の
上
ひ
き
逃
げ
を

す
る
。
強
盗
、
強
姦
魔
等
を
逮
捕

す
る
物
語
だ
。
…
こ
の
時
な
ぜ
顔
、

実
名
を
出
さ
な
い
の
か
？
全
て
ぼ

か
し
を
入
れ
て
し
ま
い
犯
人
像
さ

え
捉
え
ら
れ
な
い
。

私
の
頭
の
中
で
は
、
彼
等
は
ク
極

悪
非
道
市
中
引
き
回
し
の
上
、
打

ち
首
″
に
相
当
す
る
。
痴
漢
で
一

生
棒
に
振
る
人
と
打
ち
首
が
相
当

と
思
う
人
を
擁
護
す
る
こ
の
差
は
、

「
マ
ス
コ
ミ
人
は
、
ど
ん
な
定
規
を

持
っ
て
る
ん
だ
〓
」
と
ツ
ッ
コ
ン

だ
こ
と
だ
。

犯
罪
者
へ
の
人
権
擁
護
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
誰
か

オ
ッ
サ
ン
に
も
判
る
よ
う
に
説
明

し
て
欲
し
い
な
あ
。
（
京
都
市
西
京
区
大
原
）

昭
和
4
3
年
卒
　
迫
　
孝
治

6
5
歳
の
誕
生
日
を
前
に
し
た
あ

る
日
、
介
護
保
険
の
保
険
証
が
届

い
た
。
こ
れ
は
、
5
年
ま
え
に
還

暦
を
む
か
え
た
と
き
よ
り
、
精
神

的
に
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

そ
う
い
え
ば
最
近
目
が
シ
ョ
ボ
シ

ョ
ボ
す
る
し
、
ゴ
ル
フ
の
飛
距
離

も
少
し
落
ち
て
き
た
よ
う
な
気
も

する。そ
れ
で
も
気
を
と
り
な
お
し
て

先
日
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
へ
海

外
出
張
に
い
っ
て
き
た
。
こ
の
歳

に
な
る
と
1
2
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
は

か
な
り
こ
た
え
る
。
ソ
ウ
ル
経
由

で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
到
着
し
た

翌
朝
、
I
C
E
（
ド
イ
ツ
高
速
列

車
）
　
で
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
へ
向
か
っ

た
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
は
、
黒
い
森
（
シ

ユ
パ
ル
ツ
ヴ
エ
ル
ト
）
と
ラ
イ
ン
河

に
か
こ
ま
れ
た
美
し
い
自
然
に
恵

ま
れ
た
人
口
2
0
万
人
ほ
ど
の
街
で
、

旧
市
街
地
内
の
街
路
が
、
ほ
ぼ
す

べ
て
歩
行
者
専
用
道
路
と
な
っ
て

お
り
路
面
電
車
と
バ
ス
、
鉄
道
を

中
心
と
す
る
環
境
保
全
の
た
め
の

街
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ

こ
で
は
、
都
心
へ
の
自
動
車
乗
り

入
れ
規
制
や
路
面
電
車
や
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
中
心
の
街
づ
く
り

が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
環
境
保

全
や
、
市
民
の
快
適
な
生
活
空
間

の
確
保
が
な
さ
れ
て
い
た
。

翌
日
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
か
ら
E
U

の
主
要
機
関
の
お
か
れ
て
い
る
都
市

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
を
訪
れ
た
。
こ
こ

で
も
、
ト
ラ
ム
を
中
心
と
し
た
都
市

環
境
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ

わ
れ
の
よ
う
な
高
齢
者
に
や
さ
し

い
、
歩
行
者
や
公
共
交
通
中
心
の

ま
ち
づ
く
り
が
さ
れ
て
い
た
、
こ
れ

か
ら
高
齢
化
し
て
い
く
我
が
国
の

公
共
交
通
の
あ
り
か
た
を
考
え
な

が
ら
、
つ
ぎ
の
目
的
地
、
パ
リ
、
モ

ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
へ
と
む
か
っ
た
。

（
広
島
市
西
区
東
観
音
）

昭
和
4
6
年
（
定
）
卒
　
宮
岡
成
一

こ
の
た
び
、
同
窓
会
の
方
か
ら

「
近
況
を
書
い
て
ほ
し
い
」
と
の
依

頼
が
あ
り
、
何
を
善
い
た
ら
い
い

の
か
と
弱
っ
て
い
ま
す
。
私
は
現

在
6
8
歳
に
な
り
ま
す
。
同
級
生
と

は
5
年
遅
れ
て
国
泰
寺
高
校
定
時

制
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
最
初

は
皆
さ
ま
に
つ
い
て
い
け
る
か
心

配
で
し
た
。
で
も
な
ん
と
か
卒
業

で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
い
ず
れ
も
事
務
職
員

と
し
て
、
盲
学
校
に
8
年
、
国
泰

寺
高
校
通
信
制
課
程
で
3
年
勤
務

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
高
陽
高
校

に
も
勤
め
ま
し
た
が
、
体
調
を
崩

し
て
雑
用
が
多
か
っ
た
の
を
思
い

出
し
ま
す
。

6
3
歳
の
時
に
重
症
筋
無
力
症
に

な
り
、
飯
が
の
ど
を
通
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
水
を
飲
ん
で
も
す
ぐ

に
鼻
か
ら
出
る
と
い
う
状
態
で
、

Ⅰ
病
院
に
入
院
。
毎
日
点
滴
が
続

き
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
K
病

院
に
転
院
、
鼻
か
ら
胃
ま
で
管
を

通
し
て
、
栄
養
分
を
送
り
込
む
生

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

口
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
が
、
こ
ん
な
に
つ
ら
い
も
の

と
は
…
。
そ
し
て
Ⅰ
病
院
に
戻
っ

て
手
術
待
ち
の
日
々
で
す
。
こ
こ

で
も
鼻
か
ら
管
を
通
し
て
栄
養
補

給
。
み
ん
な
が
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
る
の
が
、
ど
ん
な
に
う
ら

や
ま
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

手
術
の
日
が
決
ま
り
ま
し
た
。

忘
れ
も
し
な
い
平
成
2
1
年
5
月
2
6

日
。
そ
の
日
は
朝
か
ら
そ
わ
そ
わ

し
て
い
ま
し
た
。
手
術
開
始
。
胸

を
開
い
て
肋
骨
を
外
し
、
胸
腺
を

切
除
…
。
術
後
も
い
ろ
い
ろ
検
査

が
あ
り
、
6
月
1
9
日
に
初
め
て
ゼ

リ
ー
を
食
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

だ
ん
だ
ん
と
常
食
に
な
り
、
よ
う

や
く
退
院
し
ま
し
た
。

今
で
も
腰
は
痛
い
し
、
膝
に
水

が
た
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、
病
気

と
縁
が
切
れ
ず
に
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
命
あ
る
か
ぎ
り
、
ま
だ
ま
だ

頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
広
島
市
東
区
午
田
中
）

昭
和
4
6
年
（
定
）
卒
　
中
山
正
幸

3
年
前
に
退
職
し
、
第
二
の
人

生
を
生
き
る
。

妻
や
弟
に
頼
り
つ
き
り
の
母
親

の
介
護
、
こ
れ
か
ら
と
思
っ
て
い

た
矢
先
、
退
職
に
安
心
し
た
の
か
、

ひ
と
り
だ
ち
せ
よ
と
の
教
示
な
の

か
、
わ
ず
か
2
週
間
で
あ
っ
さ
り

と
他
界
し
て
し
ま
う
。
「
孝
行
の
し

た
い
時
分
に
、
親
は
な
し
」
だ
。

疲
弊
し
た
自
身
の
手
入
れ
。
傷

め
て
い
た
心
臓
の
調
律
を
手
術
で

元
に
戻
し
、
健
康
回
復
を
図
る
。

初
め
て
の
野
菜
づ
く
り
、
自
己

流
に
て
研
修
中
。
不
案
内
な
こ
と

ば
か
り
だ
が
、
毎
日
が
「
課
題
研
究
」

で
面
白
い
。

趣
味
に
と
て
、
尺
八
を
始
め
る
。

音
感
無
く
、
音
痴
の
私
に
は
相
当

き
つ
い
。
投
げ
出
し
そ
う
に
な
る

が
、
う
ま
く
い
か
な
い
か
ら
こ
そ
、

続
い
て
い
る
。

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
丘
に
登
り
、

夢
に
ま
で
見
た
パ
ル
テ
ノ
ン
と
の

対
話
、
四
国
遍
路
巡
礼
な
ど
、
各

地
で
の
非
日
常
も
妻
と
味
わ
う
。

3
人
の
孫
に
も
出
会
う
。
孫
に

教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
新
鮮

で
楽
し
い
。

そ
ん
な
折
、
追
突
事
故
に
見
舞

わ
れ
る
。
旅
の
友
に
と
用
意
し
た

愛
車
は
大
破
。
今
だ
に
む
ち
打
ち

症
に
苦
し
む
。
こ
れ
も
人
生
、
順

風
だ
け
が
吹
く
の
で
は
な
い
。

出
会
い
を
大
切
に
、
晴
耕
雨
読

の
老
爺
を
目
指
す
。

（
広
島
市
安
佐
北
区
可
部
）

（
1
2
頁
へ
つ
づ
く
）
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ベルサイユ宮殿をバックに

昭
和
4
7
年
（
通
）
卒
　
藤
井
春
之

今
年
9
月
初
め
、
娘
と
仕
事
道

具
を
届
け
る
為
に
息
子
の
住
む
フ

ラ
ン
ス
へ
初
め
て
行
き
ま
し
た
。

到
着
の
翌
日
、
息
子
の
案
内
で

ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
や
世
界
最
古
の

デ
パ
ー
ト
を
見
学
し
ま
し
た
。

日
本
の
デ
パ
ー
ト
で
は
1
階
に

化
粧
品
、
貴
金
属
売
り
場
が
あ
る

が
、
こ
の
デ
パ
ー
ト
で
は
1
階
が

食
料
品
、
鮮
魚
売
場
。
し
か
も
カ

ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
が

食
べ
た
い
生
魚
を
注
文
し
て
、
店

員
が
そ
の
場
で
調
理
し
て
出
す
。

そ
れ
を
お
客
さ
ん
が
箸
で
食
べ
る
。

私
に
は
不
思
議
な
感
じ
で
し
た
。

夕
方
に
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
丘

を
散
策
し
て
、
セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ッ

ホ
が
よ
く
通
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で

画
家
気
分
で
デ
ィ
ナ
ー
を
満
喫
し

ま
し
た
。
翌
日
は
、
ル
ー
ブ
ル
博
物
館
か

ら
水
上
バ
ス
で
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
に

移
動
。
水
上
バ
ス
の
船
長
は
、
日

本
オ
タ
ク
で
、
仲
良
く
な
り
、
盛

り
上
が
り
過
ぎ
て
、
接
岸
失
敗
。

船
体
横
を
破
損
の
お
ま
け
付
き
で

した。子
供
達
の
入
念
な
計
画
に
感
謝

し
、
泥
棒
、
押
し
売
を
ク
リ
ア
し

た
パ
リ
珍
道
中
で
し
た
。

（
広
島
市
安
佐
南
区
川
内
）

昭
和
5
4
年
卒
　
小
田
千
鳥

（
旧
姓
大
前
）

人
生
の
中
間
地
点
は
す
で
に
越

え
、
今
年
も
ま
た
誕
生
月
を
迎
え

ま
し
た
。
子
育
て
は
い
よ
い
よ
終

盤
に
近
づ
き
、
3
回
日
の
受
験
生

の
母
と
し
て
、
人
並
み
に
悩
ん
だ

り
、
考
え
た
り
…
の
落
ち
着
か
な

い
毎
日
で
す
。

子
供
た
ち
が
家
を
出
て
行
っ
た

時
、
手
元
に
何
か
残
っ
て
る
よ
う

に
準
備
し
て
お
く
つ
も
り
だ
っ
た

の
に
、
今
の
私
に
は
何
も
な
く
て

…
と
、
近
況
報
告
を
考
え
て
い
た

矢
先
、
同
級
生
　
長
澤
（
旧
姓
高

橋
）
由
利
さ
ん
の
計
報
が
は
い
り

ま
し
た
。
彼
女
と
は
、
高
校
卒
業
以
降
、

疎
遠
に
な
っ
て
い
た
と
は
い
え
、

年
賀
状
の
交
換
は
続
き
、

お
互
い
の
生
活
～
就
職
、

結
婚
、
子
育
て
、
な
ど
報

告
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
年
賀
状
に
は
、

お
嬢
さ
ん
が
青
森
放
送
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
内
定
し

た
と
の
嬉
し
そ
う
な
報
告

が
あ
り
ま
し
た
が
彼
女
自
身
が
病

と
闘
っ
て
い
た
と
は
…
。

と
て
も
寂
し
い
で
す
。

平
凡
だ
け
れ
ど
も
元
気
で
過
ご

せ
る
毎
日
、
子
育
て
の
悩
み
も
い

つ
か
懐
か
し
い
思
い
出
に
～
。

そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
の
大

切
さ
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
由
利

の
計
報
で
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
広
島
市
中
区
吉
島
東
）

昭
和
5
7
年
卒
　
佐
藤
太
鼓

現
在
は
大
阪
在
住
で
新
聞
社
に

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
一
度
海
外

脱
出
を
図
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
関
西
在
住
が
既
に
人
生
の

過
半
と
な
り
、
母
校
の
様
子
は
旧

友
か
ら
灰
聞
す
る
程
度
で
記
憶
と

共
に
遠
ざ
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
昨
年
、
同
学
年
だ
っ
た

土
田
仲
之
君
か
ら
唐
突
に
関
西
鯉

城
同
窓
会
へ
の
お
誘
い
を
頂
戴
し
、

今
年
3
月
の
関
西
支
部
総
会
に
初

め
て
出
席
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

そ
の
折
に
触
れ
た
同
窓
会
皆
様
の

母
校
愛
と
熱
意
あ
る
活
動
、
そ
し

て
三
十
数
年
振
り
に
聴
く
「
鯉
城

の
夕
」
　
に
深
く
感
銘
を
受
け
て
、

こ
れ
ま
で
の
不
明
を
恥
じ
入
る
ば

か
り
で
し
た
。

ま
た
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
野

球
部
の
1
年
後
輩
の
山
本
将
司
君

が
、
来
年
1
2
月
に
阪
神
甲
子
園
球

場
で
開
催
さ
れ
る
第
一
回
全
国
大

会
出
場
校
の
記
念
行
事
開
催
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

私
自
身
、
微
力
な
が
ら
も
関
西
在

住
O
B
の
一
兵
卒
と
し
て
何
か
の

お
礼
に
立
て
れ
ば
と
強
く
望
む
次

第
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
伝
統
あ
る
母
校
の

格
式
高
い
同
窓
会
の
隊
列
の
最
後

方
に
馳
せ
参
じ
た
新
参
者
ゆ
え
、

野
球
部
へ
の
ご
声
援
と
共
に
、
ご

厚
誼
の
ほ
ど
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
阪
市
東
城
区
）

昭
和
6
0
年
卒
　
松
本
裕
子

（
旧
姓
宗
岡
）

6
年
前
、
当
番
幹
事
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
、
2
0

数
年
ぶ
り
に
た
く
さ
ん
の
懐
か
し

い
友
達
と
再
会
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
同
窓
会
活
動
で
は
、
と

て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
活
動
に
誘
っ
て
く
れ
た
同
級

生
に
感
謝
で
す
〓

2
年
前
に
は
、
娘
と
一
緒
に
、

国
泰
寺
高
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
に
参
加
し
ま
し
た
。
校
門
か
ら

続
く
、
た
く
さ
ん
の
在
校
生
か
ら

の
歓
迎
の
花
道
と
挨
拶
に
、
少
し

照
れ
な
が
ら
も
感
激
！
伝
統
と
質

実
剛
健
の
校
風
に
、
子
ど
も
よ
り

も
私
の
方
が
、
「
こ
の
学
校
が
い

い
目
」
と
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

した。残
念
な
が
ら
娘
は
、
最
終
的
に

自
分
の
夢
に
近
い
学
科
の
あ
る
高

校
を
選
ん
だ
の
で
、
親
子
二
代
で

国
泰
寺
高
校
に
通
う
こ
と
は
今
の

と
こ
ろ
叶
っ
て
い
ま
せ
ん
。
下
に

は
息
子
が
い
ま
す
の
で
、
も
し
か

し
た
ら
…
と
、
淡
い
期
待
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
上
手
く
は
い

か
な
い
か
な
？

現
在
4
7
歳
、
平
凡
な
主
婦
で
す
。

子
ど
も
達
と
の
楽
し
い
日
々
が
私

の
元
気
の
源
で
す
。
数
年
前
か
ら
、

歴
史
に
は
ま
り
つ
つ
あ
る
の
で
、

将
来
は
、
主
人
と
一
緒
に
歴
史
の

名
所
巡
り
が
出
来
た
ら
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。
（
広
島
市
西
区
井
口
明
神
）

平
成
元
年
卒
　
藤
本
浩
司

歴
史
の
あ
る
鯉
城
同
窓
会
会
報

に
私
の
よ
う
な
若
輩
者
の
拙
文
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高
校
卒
業
後
は
、
広
島
修
道
大

学
へ
進
ん
だ
後
、
廿
日
市
市
消
防

本
部
に
勤
務
し
て
現
在
に
至
っ
て

（
1
3
頁
へ
つ
づ
く
）
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い
ま
す
。
予
防
課
、
救
助
隊
、
広

島
県
消
防
学
校
教
官
派
遣
等
を
経

て
、
今
は
総
務
課
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
様
々
な
災
害
現
場
に
出
勤

し
、
火
災
や
事
故
で
多
く
の
尊
い

人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
る
の
を
見

て
き
ま
し
た
。
特
に
幼
子
が
犠
牲

に
な
る
災
害
は
痛
ま
し
く
、
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
は

こ
の
よ
う
な
犠
牲
を
少
し
で
も
減

ら
せ
る
よ
う
、
消
防
業
務
に
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。

大
学
で
覚
え
た
空
手
道
を
今
で

も
続
け
て
い
ま
す
。
「
錬
心
舘
安
芸

地
区
本
部
」
で
検
索
し
て
み
て
く

ゴ
ル
フ
通
じ

同
期
の
親
睦

塞
丁獅昭

昭
和
5
2
年
は
、
学
校
創
立
百
周

年
に
当
た
り
色
々
な
記
念
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
、
私
た
ち
2
9
年
卒

が
当
番
幹
事
で
、
多
く
の
同
級
生

が
協
力
し
て
無
事
大
役
を
果
た
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
ゴ
ル
フ
会
を
結

成
し
ま
し
た
、
会
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

は
百
周
年
と
2
9
年
卒
の
ゴ
ロ
合
わ

せ
で
「
百
二
九
会
」
　
（
ヒ
ヤ
ク
フ

ク
会
）
　
と
し
、
年
間
3
－
4
回
の

ペ
ー
ス
で
開
催
す
る
と
、
数
え
年

8
0
才
で
会
の
名
前
と
並
ぶ
1
2
9

回
が
達
成
出
来
る
の
で
、
そ
れ
を

目
標
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

当
初
は
5
0
人
余
り
の
参
加
者

で
盛
大
な
会
で
し
た
、
遠
く
は
ハ

ワ
イ
、
香
港
、
国
内
は
九
州
、
中

国
地
方
一
円
に
足
を
伸
ば
し
ま

し
た
。
女
性
の
参
加
も
常
に
あ
り

時
に
は
夫
婦
同
伴
の
会
も
あ
り

楽
し
い
同
級
生
の
ゴ
ル
フ
の
会

で
し
た
。
そ
し
て
時
が
経
ち
、
6
0
才
を
過

ぎ
た
頃
か
ら
は
病
気
、
体
調
の
崩

れ
、
更
に
は
亡
く
な
る
方
も
出
始

め
、
次
第
に
参
加
者
が
少
く
な
っ

て
き
ま
し
た
、
7
0
才
頃
か
ら
は
1
0

数
人
で
頑
張
り
続
け
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
1
0
月
、
3
8
年
を
要

し
て
目
標
の
1
2
9
回
を
無
事
達

成
し
、
私
た
ち
も
目
出
度
く
数
え

年
8
0
才
の
傘
寿
を
迎
え
ま
し
た
。

卒
業
以
来
6
0
有
余
年
が
経
ち
、

広
島
も
母
校
も
様
変
わ
り
し
て
い

ま
す
、
私
た
ち
の
高
校
時
代
は
戦

後
間
も
な
い
頃
で
、
何
も
か
も
不

十
分
な
時
で
し
た
、
そ
れ
だ
け
に

同
級
生
の
絆
は
強
く
、
残
り
少
な

い
人
生
を
励
ま
し
合
っ
て
頑
張
ろ

う
と
誓
い
、
長
く
続
い
た
ゴ
ル
フ

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
寺
本
　
稔
）

来
年
は
卒
後

6
0
周
年
記
念

塞
丁掴昭

恒
例
の
同
期
会
が
今
年
も
8
月

1
3
日
に
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
集
合
写
真
を
撮
り
、

会
場
で
は
、
物
故
者
に
対
し
て
の

黙
祷
が
あ
り
、
藤
川
昌
寛
君
の
詩

吟
で
幕
開
け
。
佐
々
木
（
旧
姓
・

村
上
）
　
勝
美
さ
ん
の
乾
杯
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
は
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真

は
な
し
で
す
。
な
ん
た
っ
て
、
昔
、

美
男
美
女
の
現
在
の
姿
を
見
た
っ

て
、
し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
。

参
加
者
は
総
勢
3
3
名
。
名
幹
事

の
柴
田
修
三
君
が
亡
く
な
っ
て
か

ら
最
初
の
会
で
、
初
め
て
の
参
加

者
は
、
大
阪
か
ら
田
村
剋
三
君
、

東
京
か
ら
は
、
乾
杯
の
佐
々
木
さ

ん
と
高
橋
（
旧
姓
・
村
山
）
啓
子

さ
ん
で
高
校
時
代
に
戻
り
、
段
々

だ
さ
い
。
2
年
前
ま
で
は
選
手
と

し
て
全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
地
元
の
廿
日

市
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
地
域

の
方
々
と
共
に
汗
を
流
し
て
い
ま

盛
り
上
が
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
、

近
況
報
告
。

最
初
の
こ
ろ
は
、
神
妙
に
聴
く

人
も
い
ま
し
た
が
、
森
重
昭
君
の

ク
菩
提
樹
″
を
歌
っ
て
い
る
こ
ろ

に
は
、
一
体
何
人
の
人
が
聴
い
て

い
た
の
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
、

一
段
と
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま

した。

す
。
伝
統
あ
る
鯉
城
同
窓
会
員
で

あ
る
プ
ラ
イ
ド
を
忘
れ
ず
、
消
防
、

空
手
道
と
も
に
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
廿
日
市
市
阿
品
）

卒
業
し
5
0
年

古
希
迎
え
る

来
年
は
、
早
い
も
の
で
卒
業
6
0

年
。
な
に
か
記
念
行
事
を
、
と
い

う
こ
と
で
散
会
し
ま
し
た
。

（
末
長
　
邦
夫
）

私
達
昭
和
3
9
年
卒
業
生
は
、
卒

業
5
0
年
、
数
え
歳
で
古
希
を
迎
え

ま
し
た
。
光
陰
矢
の
如
し
と
は
、

正
に
こ
の
こ
と
で
す
。

平
成
2
6
年
1
0
月
1
6
日
、
ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
2
1
を
会
場
に
、
還

暦
同
期
会
以
来
8
年
振
り
の
、
第

1
3
回
鯉
城
一
五
会
　
（
国
泰
寺
高
校

十
五
期
生
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

彼
岸
に
旅
立
た
れ
た
恩
師
や
同

級
生
の
冥
福
を
祈
り
、
黙
祷
を
捧

げ
て
、
会
長
正
田
健
一
氏
の
挨
拶

で
、
総
会
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
恩
師
の
出
席
は
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

県
外
者
2
0
名
を
含
む
6
0
余
名
、

卒
業
以
来
初
め
て
と
い
う
懐
か
し

く
も
嬉
し
い
再
会
も
あ
り
、
懇
親

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
年
月
の
経
過
は
あ
る
も
の
の
、

青
春
時
代
を
共
に
過
ご
し
た
給

は
、
温
か
く
強
い
も
の
だ
と
、
し

み
じ
み
感
じ
入
り
ま
し
た
。

次
回
、
喜
寿
で
の
再
会
を
期
し
、

散
会
し
ま
し
た
。

（
1
4
頁
へ
つ
づ
く
）
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一
か
月
後
の
鯉
城
同
窓
会
に

は
、
3
0
名
の
同
期
生
が
集
い
、
こ

こ
で
も
数
十
年
振
り
と
い
う
遊
遁

が
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
5
0
年
が
乾

杯
の
音
頭
を
取
る
と
い
う
晴
れ
が

ま
し
い
役
目
を
頂
き
ま
し
た
。
3
0

年
前
、
同
期
生
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

鯉
城
一
五
会
旗
を
持
っ
て
登
壇
し

ま
し
た
。
鯉
城
同
窓
会
副
会
長
の

り
自
分
の
人
生
を
全
う
し
た
い
も

の
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

（
小
梶
　
雅
子
）

古
希
の
会
に

4
4
人
が
出
席

脚耶

渡
部
英
明
氏
が
、
乾
杯
時
、
国
泰

寺
高
等
学
校
校
長
先
生
に
「
広
い

視
野
を
持
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

材
の
育
成
を
お
願
い
し
た
い
」
と

要
望
し
た
ス
ピ
ー
チ
が
印
象
的
で

した。同
期
会
、
同
窓
会
と
相
次
い
で

催
さ
れ
、
再
会
の
喜
び
を
頂
き
、

母
校
の
後
輩
の
素
晴
ら
し
さ
に
誇

り
を
も
ち
ま
し
た
。
私
も
自
分
ら

し
さ
を
発
揮
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

私
た
ち
は
昭
和
3
9
年
3
月
に
定

時
制
課
程
を
卒
業
し
ま
し
た
。
当

時
は
5
0
人
ク
ラ
ス
が
3
組
で
約

1
2
0
人
ぐ
ら
い
が
卒
業
い
た
し

ま
し
た
。
非
常
に
進
学
率
も
高
く
、

広
島
大
学
を
始
め
国
立
大
学
に
は

3
0
名
く
ら
い
が
進
学
し
、
私
立
大

学
に
は
、
早
稲
田
大
学
の
理
工
学

部
や
政
治
経
済
学
部
等
に
4
0
名
く

ら
い
が
進
学
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
就

職
し
、
社
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
3
9

年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
年
で
あ
り
、
思
い
出
に
残

る
卒
業
式
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
丁

度
5
0
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

現
役
入
学
の
同
期
生
は
今
年
が

古
希
の
年
で
あ
り
、
こ
の
度
の
同

期
会
は
　
「
古
希
」
　
の
会
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
行
い
ま
し
た
。
1
1
月
2
2

日
に
開
催
し
4
4
名
の
同
期
生
が
集

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
間
分
か
っ
て

い
る
だ
け
で
9
名
の
同
期
生
が
逝

去
さ
れ
て
お
り
、
会
に
先
立
ち
哀

悼
の
誠
を
さ
さ
げ
、
会
を
始
め
ま

した。

5
0
年
の
歴
史
は
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
に
様
々
な
思
い
出
が
あ
り
、

各
自
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、

2
時
間
半
の
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
次

の
会
は
　
「
喜
寿
」
　
の
会
を
し
よ
う

と
確
認
し
あ
い
、
会
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
2
次
会
と

な
り
カ
ラ
オ
ケ
を
全
員
が
歌
い
、

思
い
出
に
残
る
会
が
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

遊
廓
記
念
し

同
期
会
盛
大

申脚

ま
た
母
校
で
は
毎
月
二
木
会

が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
、
出
来
る
だ
け
出
席
す
る

よ
う
に
申
し
合
わ
せ
も
い
た
し

ま
し
た
。
紙
数
の
関
係
で
以
上
を

持
ち
ま
し
て
近
況
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

（
月
村
　
俊
雄
）

平
成
2
6
年
8
月
1
6
日
、
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
で
同
期
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
恩
師
3
名
　
（
大
西

先
生
、
脇
先
生
、
福
本
先
生
）
、

同
期
生
1
1
0
名
（
内
県
外
在
住

者
2
8
名
）
　
で
し
た
。

1
6
‥
0
0
か
ら
全
体
の
記
念
写
真

を
宴
会
場
の
特
設
ス
タ
ン
ド
で
撮

影
し
、
少
し
間
を
置
き
開
会
。
開

会
で
は
1
8
名
の
故
人
に
対
し
黙

祷
、
続
い
て
校
歌
斉
唱
、
広
島
国

泰
寺
の
現
状
及
び
同
窓
会
報
告
、

本
日
の
進
行
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

開
会
後
ま
ず
自
己
紹
介
。
1
組

か
ら
ク
ラ
ス
毎
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
、
1
人
1
5
秒
以
内
の
ス
ピ
ー
チ

を
行
い
ま
し
た
。
（
中
に
は
ス
ピ
ー
チ

が
長
す
ぎ
司
会
者
に
中
断
さ
れ
る

人
も
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
近

況
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と

も
に
、
ス
ピ
ー
チ
で
各
人
の
人
間
性

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
）

そ
の
後
、
東
京
在
住
の
同
期
生

に
よ
る
ヴ
ィ
オ
ラ
演
奏
、
歓
談
と
続

き
ま
し
た
。
歓
談
中
に
は
、
高
校

1
年
時
の
ク
ラ
ス
を
1
組
か
ら
順
に

ス
テ
ー
ジ
上
に
再
現
し
ま
し
た
。
自

分
が
何
組
で
あ
っ
た
の
か
は
っ
き
り

し
な
い
人
が
か
な
り
お
り
ま
し
た

が
、
か
つ
て
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
、
ス
テ
ー
ジ
上

で
懐
か
し
く
顔
を
見
合
わ
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
毎
に
ス
テ
ー
ジ

で
記
念
写
真
を
撮
り
、
1
9
‥
3
0
ま

で
楽
し
く
歓
談
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
声
高
ら
か
に
「
鯉
城

の
夕
」
を
歌
い
、
次
回
は
3
年
後

の
開
催
を
確
認
し
て
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

閉
会
後
は
、
近
隣
の
　
「
ユ
キ
カ

ラ
」
及
び
「
ひ
ら
も
と
」
　
に
集
ま

り
2
次
会
を
堪
能
し
ま
し
た
。

後
日
、
全
体
写
真
と
3
名
の
カ

メ
ラ
マ
ン
の
撮
っ
た
写
真
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
参
加
者
や

欠
席
者
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

（
広
本
　
円
）
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現地からのレポート
吉
近
さ
ん
（
手
前
）
を
囲
ん
で
、
左
か
ら
松
瀬
さ
ん
、
上
向

さ
ん
、
白
石
さ
ん

皆
さ
ん
は
覚
え
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
前
々
号
の
会
報
「
鯉
城
第

6
5
号
」
　
の
　
「
私
の
近
況
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
昭
和
6
1
年
卒
の
上
向
昇
さ

ん
の
文
章
を
…
。
北
海
道
札
幌
で
お
好
み
焼
き
店
を
経
営
す
る
上
向
さ

ん
を
中
心
に
「
北
海
道
広
島
県
人
会
」
が
発
足
し
た
、
と
い
う
内
容
だ
っ

た
。
こ
れ
に
注
目
し
た
の
が
、
同
窓
会
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、

愛
媛
県
宇
和
島
市
在
住
の
吉
近
利
枝
さ
ん
　
（
昭
5
1
年
卒
）
。
は
る
ば
る
北

海
道
ま
で
足
を
運
ん
で
、
上
向
さ
ん
を
訪
ね
た
。
2
人
の
出
会
い
や
話

し
合
い
の
結
果
も
あ
っ
て
、
北
海
道
鯉
城
（
仮
称
）
　
設
立
の
動
き
が
本

格
化
し
て
き
た
。
そ
こ
ら
あ
た
り
の
事
情
や
い
き
さ
つ
を
、
吉
近
さ
ん

が
レ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。

馬
好
き
か
ら
北
海
道
好
き
に

な
っ
た
私
は
、
い
つ
し
か
北
海
道

在
住
の
同
窓
生
と
交
流
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
、
会
報
6
5
号
で
札
幌
在
住
の

上
向
昇
君
を
知
り
、
「
北
海
道
の

同
窓
生
と
交
流
し
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
を
同
窓
会
事
務
局
長
に
伝

え
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
上
向

君
が
お
好
み
焼
き
店
「
し
ず
る
」

の
マ
ス
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

今
年
7
月
中
旬
、
ア
ポ
無
し
で

初
訪
問
す
る
も
、
な
ん
と
定
休

日
。
宇
和
島
の
自
宅
に
帰
り
、
店

を
訪
問
し
た
こ
と
、
来
月
ま
た
北

海
道
に
行
く
こ
と
な
ど
を
手
紙

に
書
き
、
上
向
君
に
出
し
た
の
で

し
た
。
そ
し
て
8
月
末
日
、
上
向

君
と
私
は
め
で
た
く
初
対
面
を

果
た
し
ま
し
た
。
広
島
風
お
好
み

焼
き
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
国
泰

寺
高
校
の
名
前
を
決
め
る
時
、
雑

魚
場
高
校
の
名
前
が
候
補
に
あ

が
っ
た
こ
と
な
ど
、
雑
魚
場
町

（
現
国
泰
寺
町
）
　
出
身
の
私
で
す

ら
知
ら
な
か
っ
た
話
題
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

「
し
ず
る
」
　
で
は
、
時
々
、
チ
ー

ム
国
泰
寺
と
名
付
け
た
同
窓
生

数
名
の
集
ま
り
が
あ
る
と
い
う

こ
と
。
北
海
道
に
は
現
在
約
7
0
名

の
同
窓
生
が
お
り
、
私
と
し
て

は
、
今
の
チ
ー
ム
国
泰
寺
の
交
流

の
輪
を
、
も
っ
と
広
げ
た
い
と
思

い
、
北
海
道
鯉
城
（
仮
称
）
　
設
立

の
協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
上
向

君
の
快
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
う
し
て
1
0
月
2
8
日
夜
「
し
ず

る
」
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
国
泰
寺

の
メ
ン
バ
ー
と
私
と
で
、
第
1
回

北
海
道
鯉
城
設
立
準
備
委
員
会
の

集
ま
り
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
よ
り
1
0
歳
年
下
の
上
向
君
、

2
歳
児
の
パ
パ
白
石
孝
信
君
（
平

成
7
年
卒
）
、
私
の
娘
と
同
年
の

松
瀬
弘
也
君
（
同
1
3
年
卒
）
と
一

緒
に
写
し
た
写
真
は
、
チ
ー
ム
国

泰
寺
と
言
う
よ
り
、
私
の
還
暦
祝

い
の
写
真
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
緑
を
大
切

な
支
え
と
し
て
、
鯉
城
同
窓
会
に

新
し
い
出
会
い
の
世
界
を
広
げ
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
還
暦
を
迎
え
る
身
と

は
い
え
、
歴
史
あ
る
鯉
城
同
窓
会

の
中
に
あ
っ
て
は
、
ま
だ
ま
だ
若

輩
者
で
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
鯉
城
準
備
委
員
会
連
絡

先
は
、
お
好
み
焼
き
「
し
ず
る
」

の
上
向
昇
さ
ん
。

電
話
番
号
は

℡
0
1
1
（
8
9
6
）
0
4
2
6
。

（
昭
5
1
年
卒
　
吉
近
利
枝
）
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頑張りましょう
ご同輩の皆さん

迫　勝則さん（昭和40年卒）が新著

迫　勝則さん
んの新刊「好かれる老人　嫌われる老人」

作
家
、
T
V
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
迫
勝
則
さ
ん

（
昭
和
4
0
年
卒
）
　
が
、
老
い
の
道

行
き
の
生
き
方
な
ど
を
書
い
た

エ
ッ
セ
ー
集
「
好
か
れ
る
老
人

嫌
わ
れ
る
老
人
」
を
出
版
し
た
。

身
近
な
素
材
を
手
掛
か
り
に
、
独

特
の
鋭
い
考
察
を
交
え
な
が
ら
、

軽
妙
な
筆
致
で
つ
づ
っ
て
い
る
。

今
回
の
著
書
の
背
景
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
4
人
に
1
人
が
6
5
歳

以
上
と
い
う
高
齢
化
社
会
の
現

状
。
迫
さ
ん
は
全
体
を
「
老
人
の

言
葉
」
「
便
利
と
い
う
不
便
」
な

ど
7
章
の
小
テ
ー
マ
に
分
け
、
「
自

立
し
た
老
人
」
「
認
知
症
」
「
団
塊

シ
ニ
ア
」
「
嫌
わ
れ
老
人
は
長
生
き

す
る
」
な
ど
計
5
2
項
目
の
エ
ッ
セ
ー

を
収
録
し
た
。

そ
れ
ら
を
読
み
進
む
と
「
未
来

を
語
る
老
人
は
好
か
れ
る
。
過
去

を
語
る
老
人
は
嫌
わ
れ
る
」
「
老

人
が
い
つ
ま
で
も
居
座
っ
て
い
る

と
周
り
が
迷
惑
す
る
」
な
ど
の
自

戒
の
念
を
込
め
た
言
葉
の
数
々
に

出
会
う
。
こ
の
ほ
か
、
一
般
的
に

は
批
判
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
　
「
ワ

カ
モ
ノ
言
葉
」
に
つ
い
て
、
「
相
手

に
伝
わ
る
こ
と
が
一
番
」
と
優
し

く
弁
護
し
た
り
、
そ
の
一
方
で
、

若
者
か
ら
会
話
を
奪
う
ス
マ
ホ
の

普
及
に
対
し
て
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
根
源
的
な
危
機
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
提
言
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。

迫
さ
ん
は
現
在
6
7
歳
。
3
2
年
に

わ
た
っ
て
「
広
島
の
自
動
車
会
社
」

で
働
き
、
広
島
カ
ー
プ
関
連
の
多

く
の
本
を
著
し
た
ほ
か
、
大
学
の

教
員
、
地
元
テ
レ
ビ
局
の
ワ
イ
ド

番
組
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
、

多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

7
月
2
7
日
、
母
校
一
中
慰
霊

碑
前
で
、
原
爆
死
没
者
慰
霊
祭

が
、
関
係
者
約
4
0
0
人
が
参

列
し
て
、
あ
い
に
く
の
雨
の

中
、
し
め
や
か
に
営
ま
れ
た
。

式
典
は
当
番
幹
事
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
河
田
敦
之

校
長
、
福
間
駿
吉
鯉
城
同
窓
会

副
会
長
、
中
山
美
妓
国
泰
寺
高

校
友
会
会
長
の
追
悼
の
辞
が
捧

げ
ら
れ
た
。
続
い
て
参
列
者
に

よ
る
献
花
。
例
年
通
り
、
鯉
城

ス
テ
ア
コ
ー
ル
の
献
歌
も
あ
り

「
ひ
ろ
し
ま
平
和
の
歌
」
　
「
花
は

咲
く
」
「
鯉
城
の
夕
」
　
な
ど
が

披
露
さ
れ
た
。

今
回
の
著
書
の
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」

で
、
迫
さ
ん
は
「
こ
の
本
を
読
ん
で
、

少
し
で
も
、
日
本
の
未
来
と
老
人

の
生
き
方
に
つ
い
て
、
思
い
を
巡

ら
せ
て
も
ら
え
た
ら
…
」
と
著
書

に
込
め
た
願
い
を
述
べ
て
い
る
。

ザ
メ
デ
ィ
ア
ジ
ョ
ン
刊
、
2
8
1
ペ
ー

ジ
、
1
2
0
0
円
（
税
別
）
。

編
集
後
記

米
国
オ
バ
マ
大
統
領
が
連
発
し

た
　
「
チ
ェ
ン
ジ
」
　
と
い
う
言
葉
。

今
回
の
会
報
発
行
に
当
た
り
、
新

鮮
味
の
薄
れ
た
こ
の
言
葉
が
、
何

度
か
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

ま
ず
は
紙
面
の
サ
イ
ズ
の
変
更
。

読
者
の
皆
さ
ん
は
す
で
に
お
気
づ

き
だ
ろ
う
が
、
従
来
の
B
5
判
か

ら
A
4
判
に
拡
大
し
た
。
文
字
も

大
き
く
な
っ
た
の
で
、
読
み
や
す

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
も
う
1
つ
の
チ
ェ
ン
ジ

は
長
年
、
広
報
委
員
長
を
務
め
て

き
た
伊
藤
曙
さ
ん
が
同
窓
会
副
会

長
職
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
、

大
石
が
バ
ト
ン
を
受
け
継
い
だ
。

伊
藤
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
尽
力
に

深
く
感
謝
。

今
後
は
他
の
5
人
の
メ
ン
バ
ー

と
力
を
合
わ
せ
て
、
さ
ら
に
読
み

や
す
い
会
報
づ
く
り
を
…
と
意
気

込
み
な
が
ら
も
、
い
さ
さ
か
緊
張

気
味
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（大石）


